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法改正に伴う踏切対策のPDCAｻｲｸﾙの充実について



地方踏切道改良協議会
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地域課題踏切
(未指定)

カルテ踏切
(未指定)

災害時踏切
(未指定)

災害時指定
踏切

カルテ踏切(未指定)

地域課題踏切
(未指定)

踏切道改良協議会の今後の体制

合同会議

（趣旨）
・未指定のカルテ踏切や地域
課題踏切の法指定に向けた
進捗管理
・法指定後の改良計画の作成及び
実施、災害時管理方法の作成に
関し必要な協議
・評価に当たっての意見聴取
・踏切に係る情報提供 など

△
△
踏
切

○
○
踏
切

・・・・・・

●
●
踏
切

◎
◎
踏
切

□
□
踏
切

○○県△△地域 踏切道改良検討会

○
○
踏
切

・・・ ・・・

改良検討会

（趣旨）
・未指定のカルテ踏切の
法指定に向けた具体的検討 など

・・・

※地域課題踏切（未指定）及び
災害時踏切（未指定）に
ついても地域の意見を踏まえ、
改良検討会で議論可能

・個別協議を要する指定踏
切道は、適宜、地方踏切道
改良協議会で議論可能

△
△
踏
切

・・・

□
□
踏
切

○○県□□地域 踏切道改良検討会

カルテ踏切(未指定) 災害時踏切
(未指定)

◎
◎
踏
切

◆
◆
踏
切

・・・・・・

・・・ ・・・

改良指定
踏切

○○県 踏切道改良協議会 合同会議
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踏切道の改良後の評価制度
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指 定
＜国土交通大臣＞

【指定期限】H28～R２→撤廃・恒久化

【指定の申出】都道府県→都道府県＋市町村

改良計画の作成
（現行法同様、短期間に改良が完了

する場合は作成不要）

＜道路管理者・鉄道事業者＞

課題のある踏切

改正スキーム

改良後の評価
＜道路管理者・鉄道事業者＞

改良の実施
＜道路管理者・鉄道事業者＞

改良の方法の決定
＜道路管理者・鉄道事業者＞

・道路交通量の変化
・踏切の遮断時間の変化
・事故の発生状況
・踏切の通行状況 等

＜改良後の評価方法のイメージ＞

①状況等の把握

②効果検証

・指定基準に該当しなくなったか、あるいは、
事故の防止や交通の円滑化に著しく効果が
あった等を効果検証する

※改良の種類に応じて、把握する項目を選択

・改良内容の確認

・周辺地域状況

踏切道改良後の評価方法に関する概要
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踏切道の改良後の評価制度の創設

指 定
＜国土交通大臣＞

課題のある踏切道

改良計画の作成・提出
（短期間に改良が完了する場合は作成不要）

＜道路管理者・鉄道事業者＞

改良後の評価
＜道路管理者・鉄道事業者＞

改良の実施
＜道路管理者・鉄道事業者＞

【改良後の評価】

評価の届出
＜道路管理者・鉄道事業者＞

勧告 ・完了後もなお指定に係る基準に該当する踏切道について、
安全かつ円滑な交通の確保を図ることが特に必要であると認めるとき（法１７条第３項抜粋）

・次に掲げる事項を記載の上、評価の結果を国土交通大臣に提出すること。

①踏切道の名称

②踏切道の位置並びに鉄道の線区名及び道路の路線名

③改良の方法（当該踏切道の改良と一体となってその効果を十分に

発揮させるための事業を含む）

④改良を実施した期間

⑤安全かつ円滑な交通の確保に関する状況の評価の結果

⑥安全かつ円滑な交通の確保に関する状況に重大な関係を有する

事項がある場合には、その事項

【評価の届出】
（法第１２条第２項、施行規則第１２条第２項参照）

（法第１２条第１項、施行規則第１２条第１項参照）

・改良の完了後、自ら評価を遅滞なく実施すること。

・評価は改良後の踏切道における交通量、踏切事故の発生状況その他の

安全かつ円滑な交通の確保に関する状況の調査及び分析を行うとともに、

指定に係る基準に該当するかどうかを明らかにすること。
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踏切道の改良後の評価手法

踏切道改良基準の調査・算出が可能

特定指定要因基準の改善度について評価 8

保安設備の整備
地域の課題の実状を考慮した改良 等

定量的評価 定性的評価

評価結果様式に取りまとめ

施行規則第二条 ９号（通学路要対策踏切）

施行規則第二条 １０号（高齢者等対策踏切）

施行規則第二条 １１号（移動等円滑化要対策踏切）

施行規則第二条 １２号（地域課題踏切）

施行規則第二条 １号（自動車ボトルネック踏切）

施行規則第二条 ２号（歩行者ボトルネック踏切）

施行規則第二条 ３号（開かずの踏切）

施行規則第二条 ４号・５号（歩道が狭隘な踏切）

施行規則第二条 ６号（踏切遮断機未設置）

施行規則第二条 ７号（踏切支障警報装置未設置）

原則、関係者等への聞き取り

 改良後１年以内（適正に評価することが困難な場合を除く）

施行規則第二条 ８号（事故多発踏切）

 事故多発踏切は、改良後概ね１年以内に暫定的な評価のうえ、改良後５年間の調査により再評価



評価様式の確認・提出ルート
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国土交通省

近畿地方整備局 近畿運輸局

道路管理者 鉄軌道事業者

府県・政令市

道路局 鉄道局

対策が道路管理者の場合 対策が鉄軌道事業者の場合

提出

提出

提出

評価様式の共有 審議・
意見聴取

踏
切
道
改
良
協
議
会
合
同
会
議

提出

評価様式の共有



緊急に対策の検討が必要な踏切（カルテ踏切）
改良すべき踏切道の指定
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踏切道安全通行カルテの更新 （R3.10.15プレス資料抜粋）
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踏切道安全通行カルテの更新（イメージ）

【 現 況 】

踏切安全通行カルテ
よみがな まるまるふみきり 道路名 県道〇〇線

踏切道名 〇〇踏切
（道路管理者名） 〇〇県

鉄道路線名 〇〇線

所在地 〇〇県〇〇市〇〇町〇〇丁目〇〇-〇 （鉄道事業者名） 〇〇鉄道

地図
（広域及び狭域）

写真
（現況及び対策後）

諸元・構造等

踏切種別 第1種 幅員(m)
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

交通規制 交通規制なし

(車両進入防護柵等) その他

踏切長(m) 10.0 

左道路 1.0 6.2 0.0 歩車道分離方法 なし

踏切道 1.0 6.2 0.0 
拡幅指針
の該当

歩道のみ拡幅の場合 ○

横断本数(本) 1 右道路 1.0 6.2 1.0 
歩道+車道2車までの拡

幅の場合
-

交差角(度) 60 

迂回路
(歩行者)

直近の迂回路 距離(m)

迂回路(自動車)

種類 距離(m)

- - 両方共なし -

道路
線形

左道路 曲線
直近のBF化迂回

路
距離(m) BF化状況

通学路指定状況 ○
右道路 曲線 - - -

緊急対策踏切の
区分及び

基準算定データ

開かずの踏切 -
ピーク時遮断時間(分)

通学路要対策踏切 ○
-

自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 〇
踏切自動車交通遮断量(台・時)

事故多発踏切 -
60,000

歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 -
踏切歩行者等交通遮断量(人・時) 踏切自動車交通遮断量と踏切歩行者等交通遮断量の和

- 65,000

歩道狭隘踏切 -

前後道路の
車道幅員(m)

前後歩道との幅員差(m)
自動車交通量

(台/日)
歩行者交通量

(人/日)
起点寄(左) 終点寄(左)

起点寄(右) 終点寄(右)

左道路 6.2 0.0 0.0 
1,000 800

右道路 6.2 0.0 1.0 

踏切内の事故
発生状況
(過去5年)

事故別 件数 死者数 事故発生年：事故履歴 地域・利用者からの要望等

踏切事故 0 0 -

-

道路交通事故 0 0 -

踏切保安設備
設置状況

賢い踏切 踏切支障
報知装置
(手動)

高規格保安設備

法指定
の状況

計画種別 -

設置の
必要性

有無
設置
年度

障害物
検知装置

ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞ
型警報装置

大型遮断
装置

二段型
遮断装置

指定年 H28

無 - ○ レーザー式 ○ - -
対策状況
(完了年)

-

対策実施状況
(H17年度以降)

当該踏切を除却する対策 H17年度以降に実施した全ての対策と今後実施予定の対策※）

-
除却
年度

- -
完了
年度

-

今後の対策方針
対策推進上の課題

・道路管理者で踏切廃止の可否について検討中
・平面交差で拡幅とした場合、踏切前後の線形が曲線であるため対策が必要

備考
（協議状況等)

H26.2 道路管理者と鉄道管理者にて協議を開始
H27.4 継続協議中

現
況

【 更 新 】

カルテ基準や法指定基準
に係るデータ

対策の実施状況等

踏切の諸元・構造等

位置図・状況写真

所在地・管理者等

カルテ基準

法指定の状況

年に１度、下記の情報等
を更新
・協議会の設置状況
・対策内容
・対策の効果

（評価結果）

-

更新日
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緊急に対策の検討が必要な踏切（カルテ踏切）

※ カルテ基準別の箇所数は、重複している箇所があるため、各値の和とカルテ踏切の総数は一致しない。

（単位：箇所）

H28.6
公表

解消
新規
追加

今回
公表対策

完了
交通量
変化等

未指定
検討中
(指定済)

事業中
(指定済)

緊急に対策の検討が必要な踏切
（カルテ踏切）

1,479 ー 426 223 203 ＋ 283 ＝ 1,336 905 178 253

カルテ基準
H28.6
公表

解消
新規
追加

今回
公表対策

完了
交通量
変化等

未指定
検討中
(指定済)

事業中
(指定済)

開かずの踏切 532 

ー

117 34 83 

＋

124 

＝

539 364 87 88 

自動車ボトルネック踏切 408 145 31 114 26 289 172 52 65 

歩行者ボトルネック踏切 599 134 33 101 62 527 371 62 94 

歩道が狭隘な踏切 164 73 55 18 8 99 50 18 31 

通学路要対策踏切 159 100 100 0 37 96 34 18 44 

事故多発踏切 83 80 45 35 78 81 62 9 10 

移動等円滑化要対策踏切 ‐ - - - 170 170 137 14 19 
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都道府県別箇所数

（単位：箇所）

都道府県
H28.6
公表

解消
新規
追加

R3.10
公表

都道府県
H28.6
公表

解消
新規
追加

R3.10
公表

都道府県
H28.6
公表

解消
新規
追加

R3.10
公表未指定 未指定 未指定

北海道 5 3 1 3 0 新潟県 13 6 1 8 3 岡山県 7 4 0 3 2

青森県 5 5 0 0 0 富山県 15 9 4 10 5 広島県 22 15 10 17 11

岩手県 7 5 2 4 2 石川県 8 7 0 1 0 山口県 12 4 0 8 4

宮城県 7 5 0 2 1 岐阜県 19 5 2 16 8 徳島県 3 2 0 1 0

秋田県 3 3 0 0 0 静岡県 10 2 4 12 7 香川県 5 2 2 5 4

山形県 2 1 2 3 2 愛知県 89 29 10 70 23 愛媛県 4 0 1 5 4

福島県 5 3 1 3 1 三重県 20 13 8 15 9 高知県 2 1 0 1 1

茨城県 8 3 3 8 7 福井県 3 1 1 3 1 福岡県 39 11 18 46 30

栃木県 12 7 7 12 7 滋賀県 10 7 1 4 4 佐賀県 1 0 0 1 0

群馬県 8 8 2 2 2 京都府 42 11 22 53 45 長崎県 4 4 2 2 2

埼玉県 130 41 21 110 82 大阪府 193 48 23 168 128 熊本県 1 0 4 5 4

千葉県 77 21 13 69 55 兵庫県 90 34 15 71 45 大分県 0 0 0 0 0

東京都 375 32 58 401 283 奈良県 30 4 6 32 12 宮崎県 4 4 0 0 0

神奈川県 155 50 33 138 94 和歌山県 1 1 2 2 2 鹿児島県 6 4 1 3 3

山梨県 1 1 0 0 0 鳥取県 7 5 0 2 1 沖縄県 0 0 0 0 0

長野県 13 2 3 14 10 島根県 6 3 0 3 1 合計 1,479 426 283 1,336 905 
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１号：自動車ボトルネック踏切

・踏切自動車交通遮断量が５万／日以上

踏切道指定基準（施行規則第二条）

３号：開かずの踏切

・ピーク時遮断時間４０分／時以上

４号、５号：歩道狭隘踏切

８号：事故多発踏切

・直近の５年間において２回以上の踏切事故が発生

９号：通学路要対策踏切

・通学路に該当し、通学児童等の通行の安全確保が特に必要なもの

・前後道路に比べ歩道が狭い、もしくは前後道路に歩道があるの
に歩道がない踏切のうち、

「踏切道に接続する道路の車道の幅員が５.５ｍ以上のもの」で
「前後道路の歩道と比べて歩道の幅員が１.０ｍ以上狭い」などに該当

６号：踏切遮断機が設置されていないもの

１０号：高齢者等対策踏切
・付近に福祉施設等があり、高齢者又は障害者の通行の安全確保が
特に必要なもの

１２号：地域課題踏切
・踏切道における交通量、事故の発生状況、その他地域の事情等を考慮して、
事故防止又は交通円滑化の必要性が特に高いもの

２号：歩行者ボトルネック踏切
・自動車交通遮断量と歩行者等交通遮断量の和が５万／日以上

かつ歩行者等交通遮断量が２万／日以上

○自動車ボトルネック踏切

カルテ踏切

○開かずの踏切

○歩道狭隘踏切

○事故多発踏切
・H21～H30 の10 年間で、最後に事故が発生してから遡り5 年間において

2 回以上の事故が発生した踏切

○通学路要対策踏切
・通学路であるものであって通学路交通安全プログラムに位置づけられ、
通学児童等の通行の安全確保が特に必要なもの

○歩行者ボトルネック踏切

７号：踏切支障報知装置が設置されていないもの

１１号：移動等円滑化要対策踏切

・鉄道と特定道路とが交差している場合におけるものであって移動等円滑化の
促進の必要性が特に高いと認められるもの

踏切道指定基準とカルテ踏切について
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○移動円滑化要対策踏切

（特定道路※：高齢者、障害者等の移動の円滑化の促進に関する法律に規定）



○法指定踏切、緊急に対策の検討が必要な踏切（カルテ踏切）等について、ホームページ
にて情報発信

近畿地方整備局における踏切対策の推進について

16



第４種踏切
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【参考】第４種踏切、勝手踏切

【勝手踏切】

【第４種踏切】
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